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江
戸
時
代
後
期
の
絵
師
で
、
関
東
文
人

の
代
表
格
で
あ
る
谷
文
晁
（
た
に

 

ぶ
ん

ち
ょ
う
・
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
）
は
、

狩
野
派
や
南
宋
画
を
は
じ
め
と
し
た
中
国

山
水
画
、
文
晁
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
長
崎
を

起
点
と
し
て
全
国
各
地
に
興
隆
し
た
中
国

写
実
画
派
の
南
蘋
派
、
更
に
は
西
洋
油
絵

や
銅
版
画
に
基
づ
く
写
実
絵
画
ま
で
、
生

涯
一
つ
の
画
風
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、

古
今
の
様
々
な
画
風
を
学
習
す
る
姿
勢
を

と
り
続
け
、
文
晁
の
こ
う
し
た
制
作
意
識

は
「
八
宗
兼
学
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

武
蔵
国
足
立
郡
渕
江
領
上
沼
田
村
（
現

足
立
区
江
北
）
の
豪
農
舩
津
文
渕
（
ふ
な

つ

 

ぶ
ん
え
ん
・
一
八
〇
六
〜
一
八
五
六
）

は
、
そ
の
よ
う
な
文
晁
の
元
で
絵
を
学
び
、

在
郷
の
絵
師
と
し
て
活
動
す
る
と
供
に
、

文
晁
の
画
塾
「
写
山
楼
」
や
、
谷
家
に
関

わ
る
膨
大
な
資
料
群
を
引
き
継
い
で
い
ま

し
た
。
こ
の
資
料
群
は
、
「
舩
津
家
美
術

資
料
」
と
し
て
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
に

寄
託
さ
れ
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
舩
津
家
美
術
資
料
」
の
中
に
は
、
文

晁
お
よ
び
写
山
楼
門
下
で
共
有
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
絵
の
手
本
、
す
な
わ
ち
「
粉
本
」

（
ふ
ん
ぽ
ん
）
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
計
二
二
六
点
に
も
及
ぶ
粉
本
資
料
の
一

部
は
、
二
〇
一
六
年
開
催
の
郷
土
博
物
館

特
別
展
「
文
化
遺
産
調
査
特
別
展　

美
と

知
性
の
宝
庫
足
立　

―

酒
井
抱
一
・
谷
文

晁
と
そ
の
弟
子
た
ち

―

」
で
展
示
し
、
紹

介
し
ま
し
た
。

　

粉
本
の
内
容
を
概
観
す
る
だ
け
で
も
、

南
宋
〜
元
時
代
の
文
人
画
家
趙
孟
頫

（
ち
ょ
う
も
う
ふ
）
の
山
水
画
や
、
琳
派

の
大
成
者
尾
形
光
琳
の
菊
図
、
南
蘋
派
を

広
め
た
沈
南
蘋
（
し
ん
な
ん
ぴ
ん
）
の
花

卉
小
蟲
図
な
ど
が
確
認
で
き
、
先
に
述
べ

た
多
様
な
画
派
の
学
習
を
行
っ
た
痕
跡
、

ま
さ
に
「
八
宗
兼
学
」
の
姿
勢
が
文
晁
の

門
下
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
様

相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

は
、
そ
ん
な
舩
津
家
伝
来
粉
本
の
内
の
と

あ
る
一
点
を
、
そ
の
原
典
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
蕙
斎
魚
貝
図
の
扇
面
化　

紙
本
に
扇
面

状
に
象
ら
れ
た
枠
線
の
中
に
、
手
前
に
緋

魚
（
ア
コ
ウ
ダ
イ
）
が
一
匹
、
そ
の
後
ろ

に
鰈
が
一
匹
、
そ
し
て
二
匹
の
魚
の
右
隣

に
は
栄
螺
・
あ
さ
り
・
蛤
が
一
匹
ず
つ
、

細
か
な
線
描
と
淡
い
彩
色
で
描
か
れ
て
い

ま
す
。
魚
貝
図
の
下
に
は
海
藻
と
お
ぼ
し

き
淡
彩
に
よ
る
線
描
が
敷
か
れ
、
と
れ
た

て
の
海
の
幸
が
広
が
る
様
が
演
出
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
１
）
。

　

一
見
、
何
て
こ
と
の
な
い
魚
貝
図
で
す

が
、
実
は
こ
れ
ら
に
は
、
お
手
本
と
な
っ

た
原
典
が
存
在
す
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、

江
戸
時
代
後
期
の
絵
師
、
鍬
形
蕙
斎
（
く

わ
が
た

 

け
い
さ
い
・
一
七
六
四
〜
一
八

二
四
）
が
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
頃

に
刊
行
し
た
『
龍
乃
宮
津
子
』
で
す
。

　

鍬
形
蕙
斎
は
、
北
尾
重
政
の
門
に
入
り
、

は
じ
め
は
「
北
尾
政
美
」
の
名
で
浮
世
絵

師
と
し
て
出
発
し
ま
す
が
、
寛
政
六
年
（
一
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足 立 史 談

七
九
四
）
に
、
美
作
国
津
山
藩
（
現 
岡

山
県
津
山
市
）
の
御
用
絵
師
に
召
し
抱
え

ら
れ
、
更
に
同
九
年
（
一
七
九
七
）
年
に

江
戸
幕
府
の
奥
絵
師
狩
野
養
川
院
惟
信

（
か
の
う
よ
う
せ
ん
い
ん
こ
れ
の
ぶ
）
の

門
に
入
り
、
狩
野
派
の
絵
師
と
な
る
と
い

う
異
例
の
経
歴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

『
龍
乃
宮
津
子
』
は
、
蕙
斎
が
描
い
た

魚
貝
図
に
、
江
戸
時
代
中
〜
後
期
の
俳
人

一
陽
井
素
外
（
い
ち
よ
う
せ
い
そ
が
い
）

　

第 642 号（2）令和 3年８月

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
元
々
俳
書
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
『
龍
之
宮
津
子
』
も
、
当
時
狂
歌

や
俳
諧
を
嗜
む
文
人
の
間
で
人
気
を
博
し

た
結
果
、
「
略
画
式
」
と
名
を
付
し
た
絵

手
本
と
し
て
再
版
さ
れ
、
狂
画
や
俳
画
の

手
本
と
し
て
好
ま
れ
た
と
想
定
で
き
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
『
龍
之
宮
津
子
』

（
『
魚
貝
略
画
式
』
）
の
魚
図
を
組
み
合
わ

せ
て
扇
面
図
様
と
し
た
舩
津
家
伝
来
の
粉

本
資
料
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
書
写
者
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
粉

本
が
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
江
戸
時
代
後

期
に
人
気
を
博
し
て
い
た
蕙
斎
の
魚
貝
図

を
取
り
入
れ
て
い
る
点
は
、
写
山
楼
の
八

宗
兼
学
の
実
態
が
、
古
画
学
習
や
西
洋
・

中
国
の
写
実
絵
画
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、

版
画
を
含
め
た
当
世
流
行
の
図
様
の
獲
得

に
ま
で
幅
広
く
展
開
を
み
せ
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
れ
を
扇
と
い
う
、
好
事
家
同

士
の
贈
答
品
と
し
て
や
り
取
り
さ
れ
る
形

で
残
し
て
い
た
点
か
ら
は
、
こ
の
魚
貝
図

が
や
は
り
狂
歌
や
俳
諧
を
嗜
む
文
人
に
好

ま
れ
る
図
様
と
し
て
写
山
楼
門
下
の
間
で

共
有
さ
れ
、
書
画
会
や
句
会
の
よ
う
な
文

人
交
流
の
場
で
使
用
さ
れ
て
い
た
実
態
を

想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

舩
津
家
伝
来
の
粉
本
資
料
は
、
お
よ
そ

半
数
近
く
が
原
本
作
成
者
・
書
写
者
の
記

載
が
な
く
、
ま
た
描
か
れ
た
画
題
や
そ
の

　

乃
宮
津
子
』
の
魚
貝
図
モ
チ
ー
フ
を
組
み

合
わ
せ
て
扇
面
仕
立
て
に
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
の
で
す
。

■
絵
俳
書
か
ら
画
譜
、
そ
し
て
粉
本
へ　

絵
俳
書
『
龍
乃
宮
津
子
』
は
、
本
書
が
刊

行
さ
れ
た
享
和
二
年
頃
か
ら
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
に
か
け
て
、『
魚
貝
譜
』
『
魚

貝
略
画
式
』
と
、
書
名
を
変
え
て
再
版
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
際
、

上
部
に
記
さ
れ
た
俳
賛
は
省
か
れ
、
絵
手

本
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
『
魚
貝
略
画
式
』
と
い
う
書
名
か

ら
は
、
鍬
形
蕙
斎
が
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
か
ら
文
化
十
年
に
至
る
ま
で
に
断
続

的
に
刊
行
し
人
気
を
博
し
た
、
「
略
画
式
」

と
名
の
つ
く
絵
手
本
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
に

し
て
売
り
だ
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

「
略
画
式
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
『
略
画
式
』

か
ら
始
ま
り
、
『
鳥
獣
略
画
式
』
『
人
物
略

画
式
』『
山
水
略
画
式
』『
魚
貝
略
画
式
』『
草

花
略
画
式
』
の
計
六
冊
の
絵
手
本
の
こ
と

を
さ
し
、
全
冊
を
通
し
て
、
神
羅
万
象
の

あ
ら
ゆ
る
モ
チ
ー
フ
を
網
羅
的
に
お
さ
め

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
蕙
斎
の
「
略
画
式
」
シ
リ
ー

ズ
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
狂
歌
師
、
鹿
都

部
真
顔
（
し
か
つ
べ
の
ま
が
お
）
の
肉
筆

の
画
賛
や
、
そ
の
他
俳
諧
摺
物
に
本
書
群

と
一
致
す
る
図
様
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
狂
歌
師
や
俳
人
な
ど
が
、
絵
を

習
わ
ず
と
も
簡
便
な
狂
画
・
俳
画
の
揮
毫

を
可
能
と
す
る
手
本
帖
の
役
割
を
果
た
し

　

す
れ
ば
、
モ
チ
ー
フ
が
反
転
し
て
い
た
り
、

『
龍
乃
宮
津
子
』
の
ほ
う
が
豊
か
な
彩
色

が
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
細
部
に
相
違

点
は
あ
れ
ど
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
図

様
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で

し
ょ
う
（
図
２
）
。

　

そ
し
て
、
『
龍
乃
宮
津
子
』
で
は
そ
れ

ぞ
れ
別
な
丁
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
、

魚
貝
図
粉
本
で
は
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
粉
本
は
、
蕙
斎
筆
『
龍

　

が
句
の
選
集

を
行
っ
た
彩

色
摺
り
の
絵

俳
書
で
、
見

開
き
一
丁
分

に
一
匹
か
ら

数
匹
の
魚
貝

図
を
描
き
、

そ
の
上
に
、

描
か
れ
た
魚

貝
に
ま
つ
わ

る
句
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
緋

魚
、
鰈
、
栄
螺
、

そ
し
て
あ
さ

り
・
蛤
が
描

か
れ
た
丁
を

確
認
し
、
今

回
取
り
上
げ

た
舩
津
家
伝

来
の
魚
貝
図

粉
本
と
比
較

　　

図 2　鍬形蕙斎・一陽井素外『龍乃宮津子』
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足 立 史 談（3）第 642 号 令和 3年８月

原
典
が
不
詳
の
も
の
も
数
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
こ
れ
ら
を
よ
り
詳
細
に
調
査

研
究
す
る
こ
と
で
、
身
分
を
こ
え
て
多
様

な
門
下
を
抱
え
て
い
た
写
山
楼
の
、
幅
広

い
学
習
形
態
お
よ
び
活
動
実
態
が
よ
り
明

ら
か
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　　
こ
こ
で
見
ら
れ
る
足
立
の
資
料

　
足
立
の
資
料
が
展
覧
会
に
出
展
さ

れ
ま
す
！

①
本
田
家
文
書
（
郷
土
博
物
館
寄
託
）　

【
場
所
】
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館

（
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
菅
谷
七
五
七
）

【
展
示
名
】
「
実
相　

忍
び
の
者
」

戦
国
時
代
の
資
料
か
ら
、
忍
び
の
具
体
的

な
姿
を
解
明
す
る
忍
び
・
忍
者
フ
ァ
ン
待

望
の
歴
史
系
展
示
で
す
。

【
会
期
】
８
月
７
日
（
土
）
〜
９
月
２
０

日
（
月
・
祝
）

＊
本
田
家
文
書
は
戦
国
時
代
の
忍
者
に
関

係
す
る
第
一
級
資
料
と
し
て
全
国
的
に
有

名
な
文
書
で
す
。

②
準
構
造
船
（
足
立
区
教
育
委
員
会
所
蔵
）

【
場
所
】
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博

物
館
（
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
四
八
三
四
）

【
展
示
名
】
「
運
ぶ

―

埼
玉
古
墳
群
と
モ
ノ

の
動
き

―

」

　

古
墳
時
代
の
モ
ノ
の
流
通
と
運
搬
の
方

法
を
、
発
掘
成
果
を
も
と
に
紹
介
す
る
展

示
で
す
。　

多
か
っ
た
時
代
、
ま
た
、
た
い
肥
や
下
肥

を
使
っ
て
い
た
時
代
に
は
家
の
な
か
に
頻

繁
に
ハ
エ
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
噴
霧
式

の
殺
虫
剤
が
家
庭
用
と
し
て
一
般
に
普
及

す
る
の
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
で
、
そ
れ

以
前
は
、
ハ
エ
を
取
る
道
具
を
使
っ
て
地

道
に
退
治
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

粘
着
性
の
テ
ー
プ
を
吊
る
し
、
と
ま
っ

た
ハ
エ
を
捕
ら
え
る
ハ
エ
取
り
リ
ボ
ン
は

戦
前
の
生
ま
れ
で
す
が
、
今
な
お
魚
を
扱

う
事
業
所
な
ど
で
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
消
え
た
道
具
も
あ
り
ま
す
。

■
ハ
エ
取
り
棒　

ハ
エ
取
り
棒
は
、
吹
き

ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
長
い
フ
ラ
ス
コ
に

ジ
ョ
ウ
ゴ
が
つ
い
た
よ
う
な
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
な
か
に
、
半
分
く
ら
い
水
を
入
れ
、

天
井
に
留
ま
っ
た
ハ
エ
に
、
下
か
ら
ジ
ョ

ウ
ゴ
を
被
せ
る
と
、
驚
い
て
飛
ぼ
う
と
す

る
ハ
エ
が
管
の
中
を
く
る
く
る
と
下
が
っ

て
水
に
落
ち
る
の
で
す
。

　

天
井
に
と
ま
る
ハ
エ
だ
け
を
専
門
に
取

る
道
具
で
す
が
、
ハ
エ
の
数
が
多
か
っ
た

時
代
に
は
有
効
な
道
具
で
し
た
。
も
と
は
、

す
べ
て
ガ
ラ
ス
製
で
し
た
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

　

ク
製
品
の
台
頭
と
そ
の
簡
易
さ
に
よ
り
改

良
さ
れ
、
ジ
ョ
ウ
ゴ
の
部
分
と
下
の
玉
の

部
分
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
な
り
、
取
り

外
し
も
き
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
管
の
部
分
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り

ま
す
。

　

と
く
に
下
の
玉
は
、
溜
ま
っ
た
ハ
エ
を

き
れ
い
に
取
り
出
す
た
め
に
も
取
り
外
し

が
で
き
る
方
が
便
利
で
す
。
ガ
ラ
ス
の
玉

の
部
分
を
取
っ
て
し
ま
い
、
こ
こ
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
付
け
る
と
い
う
家
庭
で
の
工

夫
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
製
品
な
の

で
取
り
扱
い
が
大
変
だ
っ
た
の
で
は
と
想

像
さ
れ
ま
す
。
紐
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
普

段
は
、
ホ
ウ
キ
な
ど
と
一
緒
に
壁
に
つ
る

し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
り
消
え

た
道
具
な
の
で
す
が
、
逆
に
、
こ
の
道
具

が
威
力
を
発
揮
す
る
ほ
ど
ハ
エ
が
天
井
に

と
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表

し
、
く
ら
し
の
変
化
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
（
博
物
館
学
芸
員
　
荻
原
ち
と
せ
）

　

【
会
期
】
７
月
１
０
日
（
土
）
〜
９
月
１

２
日
（
日
）

＊
準
構
造
船
は
丸
木
舟
に
舷
側
板
等
の
部

品
を
組
み
合
わ
せ
た
大
型
の
船
の
こ
と
で
、

伊
興
遺
跡
か
ら
船
底
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

八
メ
ー
ト
ル
程
あ
る
交
易
船
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

■
ハ
エ
を
取
る　

網
戸
の
な
い
家
屋
が

　

ハエ取り棒

全長  99ｃｍ

管の太さ 1.5ｃｍ（ガラス製）

ジョウゴの幅  7ｃｍ

あ
だ
ち
民
具
図
典
⑧

　 
ハ
エ
取
り
棒 発掘された準構造船の船底

（普段は伊興遺跡公園展示館に展示され

ています）
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典
勇
山
常
善
院
神
勝
寺
（
大
谷
田
一―

三
三―

一
五
）
は
、
元
和
年
間
（
一
六
一

五
〜
二
四
年
）
に
宇
田
川
出
雲
が
創
建
し

た
と
伝
わ
る
新
義
真
言
宗
の
寺
院
で
、
将

軍
が
こ
の
付
近
で
鷹
狩
を
す
る
際
の
御
膳

所
（
休
息
所
）
に
も
な
っ
た
名
刹
で
す
。

ご
住
職
の
関
根
眞
教
師
か
ら
、
不
動
明
王

像
（
文
化
財
未
登
録
）
の
修
復
に
際
し
、

像
の
胎
内
か
ら
文
書
が
発
見
さ
れ
た
と
ご

連
絡
が
あ
り
、
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

で
、
金
子
三
左
衛
門
は
「
上
ノ
名
主
」
、

池
内
七
左
衛
門
は
「
下
ノ
名
主
」
と
注
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
に
作
成

さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
に
は
、
大

谷
田
村
の
小
名
と
し
て
「
上
」「
中
」「
下
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
金

子
直
勝
は
正
式
な
大
谷
田
村
の
名
主
、
そ

し
て
金
子
三
左
衛
門
と
池
内
七
左
衛
門
は

大
谷
田
村
の
中
の
小
地
名
だ
け
で
通
じ
る

名
目
的
な
名
主
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
「
中
ノ
名
主
」
は
注
記
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
「
中
」
は
江
戸
時
代
後
期

に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

■
今
後
の
課
題
　
本
文
書
に
は
不
動
明
王

像
を
作
っ
た
の
が
「
羽
黒
山
大
仏
師
慶
存

（
尊
）
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
仏
師
の
詳
細
は
ま
だ
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
の
寺
号

は
典
勇
山
常
善
院
神
勝
寺
で
す
が
、
本
文

書
に
は
「
川
邊
山
常
善
院
福
生
寺
」
と
書

い
て
あ
る
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

　
胎
内
文
書
の
発
見
に
よ
り
、
不
動
明
王

像
の
文
化
財
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
は
っ

き
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
専
門
家
と

共
に
調
査
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

【
参
考
文
献
】
滝
善
成
「
常
善
院
」
（
『
足

　
立
区
文
化
財
調
査
報
告
書
』
四
、
昭
和

　
四
十
五
年
）

※

ご
住
職
の
関
根
眞
教
師
に
多
大
な
ご
協

　
力
を
得
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

　

今
回
は
そ
の
調
査
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
胎
内
文
書
の
構
成
　
発
見
さ
れ
た
文
書

は
、
包
紙
と
本
紙
三
枚
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
紙
は
造
立
の
趣
旨
な
ど
が
書
い

て
あ
る
も
の
一
枚
（
写
真
）
と
造
立
に
関

わ
っ
た
者
た
ち
の
名
が
列
記
さ
れ
た
も
の

二
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
造
立
年
の
確
定
　
写
真
を
見
る
と
わ
か

り
ま
す
が
、
「
奉
造
立
不
動
明
王
殊
者
二

世
安
楽
」
・
「
于
時
萬
治
弐
年
己
亥
五
月
廿

八
日
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
ま
で
不
動
明
王
像
は
江
戸
時
代
の

作
成
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

は
っ
き
り
と
し
た
年
代
は
不
明
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
発
見
に
よ
り
、
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

　

る
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
常
善
院
は
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

造
立
の
厨
子
入
大
日
如
来
坐
像
が
す
で
に

文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

不
動
明
王
像
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
四
十

年
も
前
に
造
立
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

■
常
善
院
の
住
職
　
滝
善
成
氏
は
、
写
真

に
本
願
（
施
主
）
と
し
て
名
の
見
え
る
法

印
順
覚
は
、
常
善
院
の
住
職
で
、
墓
碑
か

ら
丙
午
年
九
月
二
十
七
日
に
没
し
た
と
い

い
、
丙
午
は
お
そ
ら
く
寛
文
六
年
（
一
六

六
六
）
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
本
文
書
の
発
見
に

よ
り
丙
午
が
寛
文
六
年
で
あ
る
こ
と
が
確

定
し
ま
し
た
。

■
常
善
院
へ
の
信
仰
　
列
記
さ
れ
た
人
々

は
「
惣
合
四
百
八
拾
人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

男
女
四
八
〇
人
も
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合

に
よ
く
記
さ
れ
る
奉
納
金
の
額
は
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
数
多
く
の
人
々
が
不
動

明
王
像
の
造
立
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

地
域
に
根
付
い
た
常
善
院
の
歴
史
を
鮮
明

に
物
語
り
ま
す
。

■
大
谷
田
村
の
人
々
　
法
印
順
覚
以
外
に

も
う
一
人
本
願
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

金
子
五
右
衛
門
直
勝
で
す
。
直
勝
と
い
う

諱
が
書
か
れ
て
お
り
、
他
の
者
よ
り
身
分

が
高
い
と
い
え
ま
す
。
大
谷
田
村
の
名
主

と
し
て
金
子
家
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

直
勝
は
お
そ
ら
く
名
主
だ
っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
列
記
さ
れ
て
い
る
人
々
の
中

　

は
い
、
文
化
財
係
で
す

㉚

常
善
院
不
動
明
王
像

　
　
　
　
　  
の
胎
内
文
書
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